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)())(()( 2 qxpxxbaxxxf  としたとき、 cx≦ において 0)( ≧xf となる条件を考える。 

   abqxpbaxxqpxxbaxxxf  )())(()( 2 であり、 abqxpbaxxg  )()( 2 とすると、 

0≦x のとき 0)( ≦xg 、 cx≦≦0 のとき 0)( ≧xg である。 

したがって、 0x の前後で )(xg の符号が変わるから 0)0(  abqg  abq   

 

abq  のとき、 )()()( 2 xpbaxxpbaxxg  が、 0≦x において 

0)( ≦xg となるには、 0≧pba  でなければならない。 

0 pba であるとき、 0)( 2 ≦xxg  であり、 cx≦≦0 において 0)( ≧xg と 

ならないから、不適。したがって、 0 pba である。 

 

0 pba の条件下で、 cx≦0 において 0)( ≧xg となる条件は 

 pbac ≦  cbap  ≦0  

このような p が存在するためには、 0 cba 、 bac  でなければならない。 

 

以上により 

bac  であれば、 cx≦ において 0)( ≧xf となる正の定数 qp, を求めることができる。 

cbap  ≦0 を満たすように p を定め、なおかつ abq  とすればよい。 

bac ≧ であれば、正の定数 qp, を求めることができない。 
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